
9
月
定
例
会

産業と観光の拠点
地域交流施設が完成！
産業と観光の拠点
地域交流施設が完成！

「味の蔵たけとよ」で楽しく買い物！「味の蔵たけとよ」で楽しく買い物！

武豊町地域交流施設整備事業費　　4億7350万円
地域交流センター、まちの駅「味の蔵たけとよ」、倉庫、北駐車場、外構の工事を実施し、工事が完了しました。

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
２
日

か
ら
23
日
ま
で
の
22
日
間
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
４
議
案
と
、
平
成
27

年
度
一
般
会
計
決
算
お
よ
び
特

別
会
計
決
算
の
認
定
な
ど
７
件

を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
12
人
の
議

員
が
町
政
の
問
題
を
た
だ
し
ま

し
た
。

　
　

武
豊
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
発
行
冊
数
の
１
万
48
冊
は
、

す
べ
て
使
用
さ
れ
た
の
か
。

　
　

発
行
冊
数
１
万
48
冊
、
発

行
額
面
総
額
は
、
１
億
２
０
５

７
万
６
０
０
０
円
で
あ
っ
た
。

　

利
用
実
績
は
、
１
億
２
０
２

４
万
５
５
０
０
円
で
、
利
用
率

は
、
99
・
7
％
で
あ
る
。

問答 消
費
喚
起
に
つ
な
が
る

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

平成27年度
一般会計を

チェック

議
案
質
疑
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知多武豊駅東土地区画整理事業費
　　　　　　　　5億8174万円
用地買収や補償物件調査、建物移転補償などを実施
しました。

知多武豊駅東
平成32年度完成を目指す！
知多武豊駅東
平成32年度完成を目指す！

中山保育園施設整備工事費
　　　　　　　　 １億104万円
施設の老朽化に伴い、中山保育園の改築工事を実施
し、園庭を含めた工事が完了しました。

中山保育園 工事完了！中山保育園 工事完了！

安全な避難所に！安全な避難所に！ 利用しやすい総合体育館に！利用しやすい総合体育館に！

武豊・緑丘小学校施設営繕工事
　　　　　　　　　 1004万円
児童の安全・安心の確保のため、武豊・緑丘小学校の体
育館の天井照明器具など落下防止対策を実施しました。

総合体育館駐車場整備工事費
　　　　　　　　　　 145万円
総合体育館の駐車場不足の解消のため、体育館北側
に臨時の駐車場（36台）を整備しました。

　
　
事
業
の
効
果
は
。

　
　

商
品
券
は
期
間
内
に
使
用

さ
れ
た
の
で
、
一
定
の
消
費
喚

起
の
効
果
は
あ
っ
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。

　
　
数
年
間
、
事
業
を
継
続
し

て
効
果
を
検
証
す
る
こ
と
は
。

　
　

現
在
の
と
こ
ろ
予
定
は
な

い
が
、
町
費
で
の
負
担
や
販
売

方
法
な
ど
も
含
め
、
今
後
の
検

討
課
題
で
あ
る
。

　
　
知
多
武
豊
駅
東
土
地
区
画

整
理
事
業
の
物
件
移
転
補
償
費

な
ど
23
件
の
内
訳
と
、
今
後
の

事
業
費
の
予
定
は
。

　
　

用
地
補
償
済
８
件
、
用
地

未
補
償
１
件
、
今
年
度
物
件
移

転
補
償
予
定
２
件
、
物
件
移
転

未
補
償
12
件
で
あ
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
平
成
32
年

度
ま
で
は
、
当
初
事
業
費
20
億

３
０
０
０
万
円
の
予
定
で
あ
る
。

知
多
武
豊
駅
東
の

整
備
を
継
続

問問問 答答答

武豊町プレミアム商品券事業補助金　　2588万円
町内の消費喚起および地域経済の活性化策の一環として商品券を発行し、販売を行いました。
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歳
入
が
１
３
８
億
１
８
１
６

万
円
、
歳
出
が
１
３
０
億
４
２

３
４
万
円
で
、
差
引
き
７
億
７

５
８
2
万
円
の
形
式
収
支
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
翌
年

度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
が
、

１
億
４
０
０
万
円
あ
り
ま
す
の

で
、
実
質
収
支
は
６
億
７
１
８

２
万
円
の
黒
字
と
な
り
、
財
政

調
整
基
金
（
貯
金
）
に
積
み
立

て
ま
し
た
。

　

歳
入
が
48
億
３
９
６
２
万
円
、

歳
出
が
45
億
９
４
６
５
万
円
で
、

差
引
き
２
億
４
４
９
８
万
円
を

翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　　

歳
入
が
４
億
４
８
２
万
円
、

歳
出
が
４
億
３
５
０
万
円
で
、

差
引
き
１
３
３
万
円
を
翌
年
度

に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

歳
入
は
23
億
６
６
５
２
万
円
、

歳
出
は
23
億
４
６
４
万
円
で
、

差
引
き
６
１
８
８
万
円
を
翌
年

度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
と
も
に
６
５
３
４

万
円
で
あ
り
ま
す
。
不
足
分
は
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
よ

り
補
っ
て
い
ま
す
。

　　

歳
入
歳
出
と
も
に
13
億
７
６

１
５
万
円
で
あ
り
ま
す
。
不
足

分
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
に
よ
り
補
っ
て
い
ま
す
。

　　

収
益
的
収
入
額
が
８
億
５
５

９
９
万
円
、
支
出
額
が
７
億
３

８
２
万
円
で
、
差
引
き
１
億
５

２
１
６
万
円
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
額
か
ら
消
費
税
を
差
引
く
と
、

１
億
３
６
２
３
万
円
の
当
年
度

純
利
益
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
資
本
的
収
入
額
は
、

４
１
２
１
万
円
、
支
出
額
は
２

億
８
０
２
１
万
円
で
、
差
引
き

２
億
３
９
０
０
万
円
の
不
足
と

な
り
、
「
過
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
（
積
立
金
）
」
な
ど

で
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
決
算
は
、
昨
年

度
に
引
続
き
大
幅
な
黒
字
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成

26
年
度
か
ら
の
会
計
基
準
の
変

更
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
以
前

の
基
準
に
置
き
換
え
る
と
、
実

質
的
に
は
、
９
５
１
万
円
の
赤

字
と
な
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
決
算

実
質
的
に
は
９
５
１
万
円
の
赤
字

＊
四
捨
五
入
に
よ
り
、
差
引
額
・
合
計
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

水
道
事
業
会
計 

水
需
要
の
低
迷
に
よ
り

会　計　名

一　般　会　計

＊１　収益的収支…経営に伴い発生が予想される収入（うち1億4574万円は現金収入を伴わない長期前受金戻入）と費用
＊２　資本的収支…将来に備えて行う建設改良などの支出とその財源となる収入
＊３　不足分は、当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金（積立金）などで
　　　補てん

＊地方公共団体の標準的な財政需要（基準財政需要額）が、
　地方税など標準的な財政収入（基準財政収入額）を超え
　る場合に普通交付税が交付される。

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

特　

別　

会　

計

合 　 　 　 　 計

歳入（収入）

13億7615万円

6534万円

23億6652万円

4億482万円

４8億3962万円

138億1816万円

228億7062万円

歳出（支出）

13億7615万円

6534万円

23億464万円

4億350万円

45億9465万円

130億4234万円

217億8661万円

差引額

0

8億5599万円 ７億382万円 1億5216万円

4121万円 2億8021万円 ▲2億3900万円 ＊3

0

6188万円

133万円

2億4498万円

7億7582万円

10億8401万円

水道事業会計
収益的収支 ＊1

資本的収支 ＊2

５８億8742万円

５９億8217万円

9476万円

9476万円

０．９8

■平成27年度決算の概要

■平成27年度普通交付税算定結果
基準財政収入額（Ａ）

基準財政需要額（Ｂ）

差（交付基準額）
（Ｃ）＝（Ｂ）－（Ａ）

財政力指数
（Ｅ）＝（Ａ）／（Ｂ）

普通交付税額

24億1662万円

36億4732万円
（39億830万円）

8万4727円

69億7572万円

１５0億9754万円
（１53億7210万円）

35万714円

■まちの貯金と借金
会計名 貯金（基金） 借金（公債）

一般会計

12億3070万円 81億2182万円特別会計（その他）

合　計
（　）は平成26年度

町民一人あたりの金額
人口43,048人（９月１日現在）

平
成
27
年
度
決
算
報
告

一
般
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計
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平
成
26
年
度
に
比
べ
、
平

成
27
年
度
の
実
質
収
支
額
が
大

幅
に
増
加
し
た
理
由
は
。

　
　

地
方
消
費
税
交
付
金
が
予

算
額
と
比
べ
増
額
し
た
こ
と
、

歳
出
に
お
け
る
請
負
残
や
扶
助

費
、
繰
出
し
金
な
ど
の
執
行
残

に
よ
る
不
用
額
の
増
加
な
ど
が

主
な
要
因
で
あ
る
。

　
　
赤
字
を
解
消
す
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
努
力
を
し
た
の
か
。

ま
た
、
今
後
の
対
応
は
。

　
　

平
成
27
年
４
月
か
ら
窓
口

業
務
を
含
め
た
包
括
的
な
民
間

委
託
に
よ
り
、
経
費
の
節
減
に

努
め
て
い
る
。

　

県
か
ら
の
受
水
費
削
減
の
た

め
の
対
策
や
、
収
益
に
沿
っ
た

無
理
の
な
い
耐
震
工
事
の
実
施

を
継
続
し
て
い
く
。

●民 生　費 → 高齢者、子どもの福祉など
●土 木　費 → 道路、公園整備など
●教 育　費 → 小中学校、町民会館など
●総 務　費 → 役場庁舎整備など

●衛 生　費 → ゴミ処理、病気予防など
●公 債　費 → 借金返済
●消 防　費 → 消防、防火水槽整備など

＜財源＞
●町　税 → 町民税、固定資産税、法人町民税など

●国庫支出金
  → 福祉、教育、医療、子育てなど国からの歳入
●県 支 出 金
 → 福祉、教育、医療、子育てなど県からの歳入 

●交付税・その他交付金
  → 地方交付税、地方消費税交付金など

●町　債 → 町の借金

●諸　収　入
  → 町税延滞金、検診料、講座参加料など

●繰 入　金 → 町の貯金取崩し

●使用料および手数料
  → 各施設使用料、諸証明手数料など
●分担金および負担金
  → 保育所運営費保護者負担金など

歳入 １38億1816万円

＜使いみち＞歳出 130億4234万円

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で

実
質
収
支
額
が
増
加

水
道
事
業
会
計
の

赤
字
解
消
に
向
け
て

平
成
27
年
度
一
般
会
計
の
内
訳

消
費
税
交
付
金
が
予
想
以
上
の
増
額
と
な
り 

貯
金
に
６
億
7
1
8
2
万
円

答答 問問

町債（借金） 8億9620万円
（前年度比6.3%増）

繰入金（貯金取崩し） 7億7079万円
（前年度比2.4%減）

国庫支出金
12億5427万円（前年度比17.7%増）

諸収入 5億1788万円（前年度比6.6%減） 使用料および手数料 2億2879万円（前年度比0.9%増）

分担金および負担金1億8750万円（前年度比2.5%増）

その他 3479万円（前年度比 56.9%減）
繰越金 1億1509万円（前年度比 1096.2%増）

県支出金
9億2948万円（前年度比11.3%増）

町税 76億33万円
（前年度比 0.1%減）

交付税・その他交付金 12億8304万円（前年度比43.7%増）

民生費 47億3188万円
（前年度比11.3%減）

教育費 15億6849万円（前年度比12.2%増） 土木費 26億2081万円（前年度比38.9%増）

総務費 12億6667万円
（前年度比2.6%増）

衛生費 11億4480万円
（前年度比5.2%増）

公債費（借金返済） 7億197万円
（前年度比11.2%減）

消防費 5億148万円（前年度比4.6%減）その他（農林水産業費・議会費・商工費・労働費）
5億626万円（前年度比4.3%増）
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ＡＥＤで助かる命！ＡＥＤで助かる命！

防犯カメラで
犯罪抑制！
防犯カメラで
犯罪抑制！

　
　

学
校
に
限
ら
ず
、
今
後
、

屋
外
用
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
予
定
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
は
屋
内
設
置
を

基
本
と
し
て
い
た
が
、
他
事
例

や
緊
急
性
・
必
要
性
も
考
慮
し

た
上
で
、
小
中
学
校
以
外
の
町

施
設
に
お
い
て
も
屋
外
設
置
を

考
え
て
い
く
。

　
　

中
央
公
民
館
で
も
公
衆
電

話
ボ
ッ
ク
ス
に
被
害
を
受
け
て

い
る
が
、
今
後
の
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
予
定
は
。

　
　

平
成
29
年
度
よ
り
順
次
、

中
央
公
民
館
を
始
め
、
学
校
、

保
育
園
な
ど
の
町
施
設
に
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・

実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
お
よ
び
拡
充
を
求

め
る
意
見
書

　

平
成
29
年
度
の
政
府
予
算
編

成
に
あ
た
り
、
定
数
改
善
計
画

の
早
期
策
定
・
実
施
と
、
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

と
と
も
に
、
国
庫
負
担
率
２
分

の
１
へ
の
復
元
に
む
け
て
、
十

分
な
教
育
予
算
を
確
保
さ
れ
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

採
決
結
果　

全
会
一
致
可
決

国
の
私
学
助
成
の
増
額
と
拡
充

に
関
す
る
意
見
書

　

父
母
負
担
の
公
私
格
差
を
是

正
す
る
た
め
の
就
学
支
援
金
を

一
層
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
併

せ
て
、
私
立
学
校
振
興
助
成
法

に
基
づ
く
国
庫
補
助
制
度
を
堅

持
し
、
私
立
高
校
以
下
の
国
庫

補
助
金
と
そ
れ
に
伴
う
地
方
交

付
税
交
付
金
を
充
実
し
、
私
立

高
等
学
校
以
下
の
経
常
費
補
助

の
一
層
の
拡
充
を
図
ら
れ
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

　

採
決
結
果　

全
会
一
致
可
決

愛
知
県
の
私
学
助
成
の
増
額
と

拡
充
に
関
す
る
意
見
書

　

保
護
者
負
担
軽
減
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
授
業
料

助
成
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

経
常
費
助
成
に
つ
い
て
も
国
か

ら
財
源
措
置
の
あ
る
「
国
基
準

単
価
」
を
土
台
に
、
学
費
と
教

育
条
件
の
「
公
私
格
差
」
を
着

実
に
是
正
で
き
る
施
策
を
実
施

す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

採
決
結
果　

全
会
一
致
可
決

町民会館の芝生広場側は、投石によるガラス破
損が多発しているため、防犯対策として防犯カ
メラを6台設置します。

町民会館費　　119万円

小中学校に屋外用のＡＥＤを各1台ずつ設置します。

小学校一般管理費 207万円
中学校一般管理費 104万円

そ
の
他
の
議
案

平
成
28
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

犯
罪
の
無
い

安
心
・
安
全
な
町
を
目
指
し
て

問答問答 緊
急
時
に
必
要
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

屋
外
設
置
へ

　

日
油
㈱
愛
知
事
業
所
ゴ

ル
フ
部
様
か
ら
５
万
１
０

０
０
円
の
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

総
合
体
育
館
の
ス
ポ
ー

ツ
ミ
ラ
ー
の
購
入
費
に
充

て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
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菊
陽
町
よ
り

　

平
成
28
年
４
月
14
日
と
16
日

に
発
生
し
た
「
平
成
28
年
熊
本

地
震
」
に
際
し
ま
し
て
、
全
国

の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

心
温
ま
る
寄
付
金
及
び
義
援
金

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
こ
と
に
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
申
出
の
ご
ざ
い
ま
し
た
ご

寄
付
は
、
被
災
者
支
援
や
被
害

復
興
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
方
々
が
、
一
刻

も
早
く
住
み
や
す
い
菊
陽
町
、

安
全
安
心
な
菊
陽
町
を
取
り
戻

す
べ
く
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
復
興
に
向
け
、
引

き
続
き
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
28
年
７
月
12
日

菊
陽
町
長　

後
藤
三
雄

八
代
市
よ
り

　

過
日
、
送
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
見
舞
金
に
つ
き
ま
し
て
、
八

代
市
よ
り
御
礼
の
お
電
話
を
頂

戴
致
し
ま
し
た
。

討
　
論
平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

 平成28年第3回定例会
冨
永　

良
一

1

議　
　

長

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

平成28年度一般会計補正予算

一般会計

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

下水道事業特別会計

水道事業会計

平
成
27
年
度
決
算
認
定

甲
斐
百
合
子

久
野　
　

勇

2 3 4 5

○：賛成　×：反対　議長は採決に加わりません。主な採決結果

櫻
井　

雅
美

6
青
木　

信
哉

7
青
木　

宏
和

本
村　
　

強

8 9
梶
田　
　

進

10
南　
　

賢
治

11
石
川　

義
治

森
田　

義
弘

12
大
岩　
　

保

13
鈴
木　

一
也

14
石
原　

壽
朗

15
福
本　

貴
久

16
岩
瀬　

計
介

採
決
結
果

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

賛
　
成

武
豊
ク
ラ
ブ
　
　
福
本
貴
久 

議
員

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
の
歳
入

総
額
1
3
8
億
1
8
1
6
万
円
、

歳
出
総
額
1
3
0
億
４
２
３
4
万

円
、
繰
り
越
し
財
源
を
除
き
、
実

質
収
支
は
、
６
億
７
１
８
２
万
円

と
な
り
財
政
調
整
基
金
へ
積
み
立

て
を
し
た
。

　

町
税
収
入
は
、
約
76
億
円
と
厳

し
い
状
況
の
中
「
行
財
政
改
革
」

「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と

な
く
、
各
事
業
を
遂
行
し
て
い

る
。

　

歳
出
は
町
民
の
要
望
や
期
待

に
応
え
る
た
め
、
各
事
業
の
執
行

に
き
め
細
や
か
な
配
慮
が
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
、
本
定
例
議
会
の
質

疑
な
ど
で
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

公
共
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り

施
設
の
維
持
補
修
や
更
新
、
大

型
公
共
事
業
も
予
定
さ
れ
て
お

り
、
よ
り
一
層
の
健
全
な
財
政

運
営
を
期
待
す
る
。

反
　
対

　
　
　
　
　
　
　
梶
田
　
進 

議
員

　

問
題
を
抱
え
る
リ
ニ
ア
建
設
事

業
促
進
や
東
海
環
状
道
路
建
設
推

進
団
体
へ
の
負
担
金
は
中
止
す
べ

き
で
あ
る
。

　

障
が
い
者
の
方
が
勤
務
す
る
長

尾
山
駐
車
場
に
安
全
で
衛
生
的
な

ト
イ
レ
の
設
置
を
早
急
に
求
め
る
。

　

税
の
徴
収
率
は
改
善
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
滞
納
税
徴
収
は
町
職

員
の
指
導
で
納
税
を
促
す
必
要
が

あ
る
。
税
滞
納
整
理
機
構
か
ら

の
脱
退
を
求
め
る
。

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ

ス
テ
ム
は
、
町
民
の
個
人
情
報

を
取
り
扱
う
が
、
安
全
保
障
が

さ
れ
て
い
な
い
た
め
運
用
休
止

を
求
め
る
。

　

非
常
勤
職
員
の
待
遇
、
特
に

賃
金
面
の
大
幅
な
改
善
が
必
要

で
あ
る
。

　

防
災
専
門
官
の
採
用
に
必
要

な
講
習
を
特
別
旅
費
に
て
受
講

し
た
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

熊
本
地
震
お
見
舞
金
の

御
礼
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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